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ξ 第 15回 全国バズ学習研究集会

子 ど も が 倉Jる 算
バズ学%の 笑%とに して
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1.研究主題とその要旨

子ども達は、すばらししヽ考え。疑間をもつている。この子ども達の持っている力をひきだす

ことができれば、それだけで授業は成立する。子ども達にとっても、自分達で話 し合い「 あ―

でもない」「 こういうのはどうだろう」と知恵を寄せ合って、算数を倉』ってい〈ことはヽ楽 し

いことであると思う。

子どもがeljる 算数とはいっても、もちろん全 く新 しい算数を生みだすのではとい。ひとりひ

とりが、自分の考えを持って自分なりに課題にとりくみ、講 し合いを進め、深め、あたかも、

自分達で倉Jっ たかのごと〈、算数を倉J造することである。

しかし、日々の現実をながめてみるに、児童は、課題を自分の問題 として思考 しようとせず、

答のみを問題にし、それも「あたった」「 はずれた」とまるでクイズ番組のごとく、教師を落胆

させる者が少なくない。

ところで、上記のように “倉Jる 算数 “をとらえるなら、それは必然的に小集団学習を必要と

するのではなかろうか。なぜなら、構成員相互のはたらきによって、各種の角度から切 りこみ、

解決へと導 く場面において、とくに多面的な倉J造的思考が生唆れるものであると思うからであ

る。

このように考え、パズ学習の実践を通 して、 “倉Jる 算数
め
に追ってみた。

2.“ 倉Jる 算数
ぬ
指導上の工夫

(1)どの子 もまちがいをおそれず発言できるようにするため、学級の好ましい人間関係の育成

に努力する。

(2)ひ とりひとりの考えを大切に、又、できるだけ多 〈の考 えが発表されるように、ハンドサ

イン (賛成 。反対 。つけた し)を とりいれる。

(3)バ ズ長・ パズメンバーの発言の基本型、話 し合わせ方、発表の仕方などを段階的に指導す

る。

-1-



(→ 授 業の終わり数分を使って、「 三行感想 」(新 しくわかったこと、わからないところ、

授業の感想などを三行程度にか≪)を かかせる。児童ひとりひとりの声を聞き、個別指導、

次晰のよ業の組み立では役立て儀社とをはもったものである。

3.“ 子どもが倉』る算数
恥
鑢導実は鉤

次の例は、第 5学年で実施 したものである。授業まま翼四角形の内角の和を求める」ことな

れらいとして、展開 したものである。

長方形の国に対角

線を入れると、 2つ

の三角形ができるか

ら、式は

180+18◎ =360です

|し ろヾんな意見がで唆したが、|

|こ の回と式でよいか、班で
1

ここでバズによる話 し合いが始唆ったので、バズの活動に目を移す。

その中で、K君のいるパズを取 りあげてみることにしたい。

四角形の 4つの角の和は

何度でしょう

35人申、32人が 長方形 ‖  旨の図をかし`て

式 90× 4=360 と記す

釉成のノヽンド

サイン多躾

先坐 も、 360° でよい と思 うけど

この図と式で、ほんとうによいかな ?

平行四遍形、ひし形

もあるし、そういう四

角形は 9◎ ×4 1銀まな

らない

長方形 のひ とつの角

は 90°だか ら

90X4=360 でよい

場

面

中

心

の

共

同

思

考

―

―

|ひ とりひとり、図をかいて
|
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あの図でよい

ですか

平行四辺形、ひし形

もあるから、長方形

の図ではいけない

どうして?

あれでよいと思うけど…

いかんよ〃◇
の

図では、 90× 41辞ま

ならんよ

ほんとうだ。

90°にはなっていな

いからだめだ

のみこめない様子

瓜
、
◇

の図を

かいて、角が 90° にな

っていないから90× 4

にならない ことを説明

する

わかった〃

で も、長方形の時は

90× 4でよレ`のでは・̈ 四角形には、ひし形

もあるよ

0ば動

課

題

中

心

の

パ

ズ

内

思

ここで、話 し合いは中断する。一斉授業にもどし

長方形の時は、90X4=360で説明はつくが、平行四辺形やひし形では しヽけないことを確認する。

0さ ん

圧
=ム

の図で、4つの角の和を
求める式をつくってみよう

板書 して対角線 を入れ ると、

三角形が 2つできるか ら

180× 2=360°

を板書 し、三角形が

4つできるから

180× 4=720° になってしまう

賛成のハンドサイン

20余名

-3-



T男のいるバズの話 し合いを取 りあげてみよう

ここで対話がとぎれる。一斉授業に

4つの角にはいっていないことを確認

もどし、対角線の交わっている角度は、

し、 720-360=360を おさえる。

(以 後 略 )

4.児童の三行感想

M  君………今日は の図での説明がよくわからなかった。

もう一度やってほ しい。

Sバズ長………今 日は、みんなも、ぼ 〈もよ〈できた。

Oさ ん……… F君が少 しふざけて、うま〈話 し合えなかつたので、ほんとうにわかったか

心配です。

Nさ ん………少 しわからなかったこともあったけど、班の人にお しえてもらってわかつた。

N  君………よくわかった。あしたからは、三角定ぎを忘れないように しようと決心 した。

簡単な感想であるが、教師にとって役立つことは多い。

まず、 1.児 童が、どの程度理解できているか、貝口時評価につながる。

2.従って、次時の授業の組立てに役立つ。

3.児童にとっても、今日ならったところを、ひと通 り思いうかべなくてはいけない

し、家庭学習にもつながる。

どこがおか しいのだろう

話 し合って、おか しいと

ころを見つけて下さい

〇 罐
三角形が 4つできる

だろう。だから

180X4=720

になるよ。 これみて〃 2本 も対角線

どうしてひ くの?

1本 ひくだけでい

いんだよ

どうして2本

ひレヽてはいかん?

説明は聞いている

が沈黙

○ ○ ①

終 始 沈 黙

-4-



1鷲董めズ1籍とイ身事有錯
撃

鷺

=ヽ

骨
=■

|‐| . : |‐
1費嵐緩嬌1鮮碑幾ずあ
寺:||  |:Ⅲ I=、嬢 ‐
度で`轟毛亀 |‐  ‐1■ ‐

■自分膚學なぐ.こ 1ず :

1昇章≧毅舞9人議罐
爆千甕『:ずる「 ‐.

1尋華拝≒構蝉鬱11華
守継ヶ饉表竜義,1■三

:=1彗|}轟氣せ1筆 |■|1華 |‐
|lll書 |せ||:||||||||

率1生活 |‐ ず讐燿襄″事様な鋒■1 ニニ‐駆‐華諄■■■|■
ウ■.| | ■||||||‐ |‐■■

||`1肩1 ‐

‐   |  _  l  i:||.  :||

:   ‐‐  、ミ   | .:   
´

 ‐‐'・ ■ ||



●
■
六麟 一鹿

一

一酸
一

驚

一っ
●
一

■||,.0点幾点ゴ●||1襄1毎軒
==へ

1鷲|■ :‐ 鋒奪す撃1轍1妙■費礼 ■■‐
 ==轟二■|■ |. 1鷲  Ⅲ攀肇だ―.事なが

う||:む

'フ=:|ヽ

一―

を
■
ボ
・

一●
た

一．―
一，

■

だ
一●
な
．

●

考
―

る
一

す
|1長が,た.=

|■縁1露:=ILt‐
■手

|ザータ11

拳||‐罐 ‐|:|1暉■

`:||,事

や|`|1事‐41e‐Ⅲ ‐鶴|1韓霧|

|な
||1駿 |=ニ ボず等蓼な墓

=二
轟摯摯自る評機il

|:  今や事響11rl‐1費|||
‐  | ‐‐

‐                         |:  ‐
′‐ 11

|1轟‐奉轟1峯1轟善|=

わ―て||ヽる1

と録
‐
費|:

爾じで1-び

ず■1議‐毎合いH教



算 15目 全国バヌい学 胃衝 免集 会

相 互 活動 の売 質 こ夕様 な用,考 り青Ai

一―主 と して算数 り義 黄 ιてぉける試 尋―一

菱無 昇 春 目対 市立 JL繁 4>手 夜

手
■
７

墨
可 武

| 、|ま じれ,)=

着義薇びつうか つ学校て
｀
1士 、■ こヽりびこブ左生なす受業六の層 質L蓼 チ

,7こ して現靖鷲文育が主老じ■.ノ てヽ
｀
ぎ吾に根 き

｀
す推漂五琴え寺感だ二重の多鷲

4嘉 ヶtノ小、一歩 ―す4oら ゅみ二みせては ノ`る。へπ``手蓄の車髄ギ書ク上

llウ ろ寿単こは、夕<の 議 事・ム看■され、キヤ模薄の中で…この瑠浩菫奪たわ
lア で 尋多 ゃ

IIIて まヽ、タ サ び プ とも藉 房 上 |す■ ttr■ ろ章改 科 指 導 り言 載 縄 こ毒菱 す

る こ こ :こ した 。

:と こラ て
｀
、達諄導こ春←1言 導 τ

・
|よ .篭 ITネ た つ夜 精 争1碁み こは夏 :夏 に 、

lL tt I

}マ

‐
ネ 児 童Lと ψ 響 孝t移子 た ち こ 、ネ、占 亨 白力 が 竺尋 丸 レて 場

｀
り 、Iの 見 賞 t´

息 す I｀ ずわ tサ }で は じJ/4｀ TtJぐ 島ギせ神〔わ
1ヽ メでしよ、そ 澪くか甘審埼 な車轟 1夕 |て 丁

フでし'く 4)よ 周■ f〕 I‐ てくざめう.

で
=7‐

、,こ プゲこゴこ生かし、尾轟 x育 丁ろギ習庄覆 レニ 4る スめ }て 、
ノヽく

‐
こ算P時許惨 II薔 曖 げて 、電壺 李

｀
生 き生 きこ緩 畔轟1参ス町で

｀
きるょ う

「
蠣言乳

の1鶴壼:三 角 iサ 々。

2、 曜議義の超L券 主て

tlノ 、日′露の分オな
‐  軍ん全体 の見通 しま主て、1時間 1詩間の煮業産どのよう}て 組■主てて

|ヽ
1<る まヽ春易ζ了こざ感 T、 ノ。でごで、ます

い
1時 F編 の授業の目澤種 明鷹 Iで

1  おさんろよう,こ 襲慮 レF。 そして、本時り藝獲鱒書奪 ます罐報榔≧り中ず 、



どのよう
『

手4要 丁、どのような凡童り活動 |で よっておさえて ノヽくか左LIFう

か tlす 多系 口として、下位 目標 石的維 |て位置デlす るようにノじ`が:す 女.

課題 への規 _辞 工 て

（本
時
９
目
稽
）

（伎
鮮

曇
震
一

（
下
　
仕

〔
行

動

目

拝
〕

目

　

標

）

綬り、指 導過程 の検 討

琵安資神 Iお 、'て 、足、考 茎育てるキItま、課題 さ誓 武 する過程 芭霊硬Lす る

中ギ _軍装幾 T3の 身見 方、考 えな、Ar―
」賢のレがた Tぎこ1申 ば

・
してやろ了

とが特 ド大 t/3ば 濯・わ碁 る.

子 ど む「
ご

"て
こ フて 、二 春 こ得 ろ I乙 しまど ん TIで 大 き 'J喜び 7~め“ろ 了 こ

ヽ

―

ノ

具体的おり:気

⑫ 下位ロノ博孵設定 (具体脅ツ

正lL術」の間係

右―看矢封 て'ご う

えろ.

正鹿脅14聞僣 グ ラフ :て 喜lく ごこ

さ理藝―させ 、そのグ ラフ奪備響女五フ

ケよせ る。

ノア群:びへて
´
左

準 の4リ オこ

押る。

二じじ有'14間 4
えグ

‐
ラフ:1桑 す

ごこか`了やら.

正rじ タサの間

“

ρ
゛

ラフのキ号
`技

亡狭ロ

る.

点ο亡。こする

X幸由、″幸由左かき

表すことかて 静ヾ

る。

)色 びヽのイ遅1の

球ユ1了 主レしする

点 ことろ T∠

小 7・
｀
ころ,

グ
｀
ラフの都菫

壽ヨ・して、イふギ`

れの点と、メ硬F

正しく稀 .百デこ

とがマ
‐
登ろ

埋夢ヽ′たクラフ

を`う、二に有Jり

グラフダ寺歳

庄みη::す 土,寸

ことがて
い
き亀

1言奮問題こ血

して.り‐せ まフ々

敦 X人 の1'ぎヽ

ギミて
｀`
Pう →



ゲ,iだが 、解次っ争ごてに諄りがゎフても、ャマカンて`得た二番に導_び
｀
左

感
tし う`子 どもが

'ヽた
とした事、教師り大手な反街耐耕十による.

よた、議ザ糎lて 計 して、革毬耐素t′ /」■卜、基石定子力つて |ナ る予まどに、 どつ

ようびながわり冷ゝ ′蓋もたせるがも重辱 7‐ ある.ギ 右樋差 茎超 え_て
い
さう

子 tて
い
きな ′ヽ号む同じ意識茎もァで課題解決ドち青ろことは丁rLで

ヽ
あり、

こなが全体の共通問題き訛 よる.

fヒ て、Iの ことlす 、学習問題へ
｀
主の過程て

｀
なさ漁 r:す ねば Tぅ rJ、 り

,

7ま り、■"じ 課題 の問題把1墨 η段簿古重視しLて 、ひどりひこリドギ謁が

成
｀
主する状

t'局
左たたすようlで 爾鞍亀ル ようこする十のである・

そのたクトて、ごこて
｀
第 1象薄のノミだの場 豊設定しル.ひ こリザ 4り 4手

習のへ立は、fロ アj手 育
「

ごフてのキ丘茂さねるので`Lオ Tく 、子と
‐
した

'同士のオロ豆活動 IIよ う相二fT tt lて よアて、ごり深fじ されう′もウぅん、考ミ岬

と子どウクオロユ作甲もかわ 7て のでご7~め ク .

ヽ ,レ
ご、第 2、 裁噂 のノく

'だ
の場 ふ、中じ鞭 の問題 九明聾野

=て

い
設難 レ.篤

J ttFき
｀
、あ′、ヽだの場 X、 稽諄課題 1麦 綱会体 のよ ∠め r覧 Fき て

‐
設定 した′

て
｀
はIモ わ tく クトの場酌て|す 、工 つ話し冷Чリユさせい ノかか ノうど¥う び

はす、、ノ.平く■Tえ し`て ftの 場薗了`もすうわけで
｀
あろが

1.た た
｀
二 I乍 為}て 工 4

話 .し なt■ 夕〈す木ば
・
手習効果が多がうれ つ ものず:ま き ノヽ,て のために、

主
「

3フ わ場商て
い
、千ネ可

∴
ね。わうヽ ノ五も,T和 三」音動をさせようこえ図

じたわレアびめろ.

捕 二 島 程 I〔 為ヽ け る ノヾ
・
ス
~夕

主 な釘
“
置 フ

い
け ∠ して 、 |ヨ妻 了

…
め うわ す と下 記 の

ょぅit rろ .

二
「 一

∵ ―(中 ィじ
課 題  '一 一 一 ― 一 ―

■

i                                l

第 1役 蘭計のノヾ` ズ゙〕  〔第舞支時 のノば
｀
〕

|

一‐

卜

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

―

―

―

ト

ー

ー

ー
ー
」

|

|

|

|

一
l

|

|

|

1

:

1

(思 考 重 育 て づ 一一 旨 I協 力 的 館。左 左 奇 ζ司

〔財3役時のパス‐
)

手習晦なつ

二 理 と諄経

自こ辞f焉

・劇 ミ評価

偏
Ｔ

・
‐
ノ〉
べ
で

め

鮮 1役晴のノば゛
〕

編状 浄密 慶育て司

個

↓

寿

だ
ょ

ｖ
全

子

習

問

題

の
或

士

課顧恒擾

↓

問題1巳経
｀
問題点1

。隣 幸 ξ

(応 |・ヤ解決♪

第2右 蓄沢
・

1::シ

ン
i::二

'台

≒還:

居

・合JI舎1静

i表六→危見
o自 由な謡去

バ
だ
―
ク
小
丁
ケ
バ
だ

中
な
課

題

つ
解



J. /tK\q-#
本 構 のよ う II、 学 校 全 体 4ヾ バ だ 手 習 左緩 業 l了 革 ヘ レ Tヽ プIう こ す る段 lTtて

い

Iょ 、学曹熊、替 童菫えるための優
「

Tk的 ざノL― ノL左統 一す番Iこ が受′尋 で
'あ

ろ 4

fFび 、バス■く魂 の間碧として、授 業が茂立サ ろための基本的条件 菫討義

する
~本

、ハ ンドサイ ン生統 一 したり、べ
｀
ス
い
の蟷な十生}Iη マ〕て議 し心 フた リ

して 、ノヾ
｀
ガ 手 場 へ の方 F日

｀
宝菫見 ′ヽ庄,レ て Jヽる 。

∫れてみ||ゞ 多バズの実群稀」ば、和歩6も な
~役「音ず、テーマレIど

｀
のよいてせよつ

4｀ き考え、重秘したもつて
い
めろ´

(|夕 、べだの選め方

①、糞寺を

ア、薄 貴,左 捏篭付 予中 で
い
の 、問題戸,そ スイ午整備 左行 う委拝 てい 主F甲 ノヽ

るよ う :〔 する。

イヽ合 義見鋳「菫促 レ、短時間 7‐韓華 よく話 し各 わ性ろっ

シ、相 な事
｀
、聞 き手 、話 レ争 ●ワ ンサイ ド |`て 嬌 う管 ′ヽよう}=す 多 ,

二.講 し聡ゝ ,の iま やく
'ヽ

)た撃 }よ t4人 べ
｀
だ lで 崎 り替 スろ .

② 、自義会議 ,ム

了、輸番」岩}Tよ る,巻 言主義¥手 じ丁、1く

イ、全体 計義 Fヽお :す る工 の計 じ冷へ)溝 呆 琴発彙 笙義務 イヒす う,

0、 バガ後 の個 人の発表

ア、
「

ゴ
…
つだ言 主丘:し て、自分 の考 えかまこころよ うドする。

イ、全体計轟の磁ぎの発表つステップ∠する´

①、札問巡範

ア、各 Jに つ1だ 凝 西市分レτキヤッチ レてぶ し]て 、全体討議′ 重辱 丁ず料 こ

する .

4ヽ 評崎評価 奪な学ム

i!プ 、反え魯`
～

利 覇

モ業十つ評籍方法どレて、組」事、発表 、

も肇が
｀
あう。1貴 煮τいつあt'ご ′ヽTtt「 菫霧:肖

季卜嬌ウ、よ tブ 効事熙由 lご 手習左豊彗める一オム∠

/＼ ント
・サイ /『 と

｀
夕よ11て わた多

し 長ヽノ黙 甘1看
|ヨ

|:iFll菫 _二

`:|::iⅢ

■、ξ り阜

t/て 、三喬す t'産 fr」 甲レ7き たり

0、 三角寸し
'つ

濯摯な 〔画己i嚢〕
   圏・ 1重が 10〔 霞 の

二 田画体

・白、青、議 、黒

4回 働

f主 豊・
`「

・

lミ 顧 ■ルロする
=

４
冷
・豚
饗

品



〇、鷲 爾電輿む

ァ、学書F造 轟ク選静気要だ混庄早く炉 参.

イ ニ答、議請 五恒揮すう″

ウ.■かラ廼L)看 、景モ■撃く亀フ|ナ
_ 主4i_lた ろ´

＼
ヽ
一▼

ヽ
■

、
一
、
／

0、 イ費調方 轟

了、ぜ柔∵
=T叢

中 、f責 藝L ttt'ど 警:音 、自 の難菫角 :サ 多″

≪_ギ 百年末か
｀
尋えたう、号の霧三角|ナ .鍛千練量度等庄考′嵐す移グ

ウ、学でイT黄中:で マニブ、ノ声1メ 、峙贅‐
多T<管 7お どき、首問 しい ノ∠

き }=1ま .寺ノ4難 主義 !ナ 、業 急〒4持
=三

ぅ 1方 ろ `爵三こうヤ めずき そテ :ずミ
え 7-t」:砂 よ う 1で J豪 iノ 丁 多tと三lも あ る ´

二 、葦 尋議 し合 t′ が :丁 η二 った場 合 }て は 、具 Q曇 茎向 け ら″ヤ きえ下
=重

賓

師 の九 主竜|ソ ■ ‐どきは、も つ顧 童:詢 吋 3_

オ ニ春薮左フき纂たlだ き、葬動 轟葛 }τ Jソ 、正 答は青、ギが二基

l 載白 、譲答:士 ξ寸ォの画庄白 :ず ろ r

、 .日薇 }T,ノ ートレtfT,を亨卜諄で動＼① 、ム 、Xム ヘ澤彗 簿 .質移尋霧 ざ

轟 チ紗す 。

10、 籍 甲上 め碁づノ壼,

| =:庁 乙ザひニプの作ズ状乳千時間 の目守 が7き 、づ鍾理毒尋 で看鷲 重進
′■|■ を上下の尺度して有魏びろうな

| イー・竜、蔦長iテが績 甘<了
゛
き多。

ウ、盤管_議篇華り拝握ぶ挙事まりも確ャで壽 砂`

θ、騨 声〕

了、煮えボヽ諦J、 子どte自 己評イ励:T委 ねう向が
°
多く、

運が要 3.

|イ 、使 ,ヽ言 いてせ多」て“だ母芋聞がを`なる″
,,ウ 、I″ れですtl.(Iか :ご フtノ 7職 .導新しマネ夏Tフ
`‐ 倉 了

…
フ く づ 廿 多 I∠ TⅢ ■磨 裁 て

'、  マ fナ ズ 節 左キ村ァ

奪獅性 lて 多ケ4問

ご 、自

ロノ、プート評缶欄
導哲ノートニ葡効 l丁 治無r tiろ [こ lて よブ

導蓄冨の構 えなでI雪 舞着多t言 く麦化寸うこ タヽ

ラ貧倉ヽのもこlで ノート鋳導菖寅載じて )ヽろ ´
右 のよ う額 /ニ ト母多丼 IIし 、琴饉欄 左むう

:す 丁 メヽろ .

1時間 の手 習治動 の中 7‐ 、子 どもたちが 、

くウぜ多=
71′ る。,

篭≠習ノート″彰」ゞリ

薇 喜 オ闘
主 へ

｀
欄

(目 :｀しノ



白こ語子f顧 .相 及評f15し たものさ、昇率卜静ドノート}「 言こkす み^

奪jえ :ぎ 、3間 中正答が3フ 奪場合〔避奪 |ま 琴Dメ
=上 ♪L畿 、o節 、重フ

母壻だ覆同tく ,爾 θ χtt」毒～4参 /二 上》lま 、△印 、|フ の範卜 (覇 むく40
メ未j喬 ク饉、X雫

=評
奮呻闘レて記入言う。おもIで 、士へ

t層
終Lま 、自こ丁

｀
詳籍

し、圏嚇 、簿へ
｀
、ア

｀
フ7丁 ど 、露分T~評 f勢 じ|で く 、ノむ鋳麟 、ア

~ノ L~プ T‐籍

Ξ ttf番 した 'J言 多″

で tで 、ii′ 羊元 みる、ノは :時間 ぎこ|〔 、子れ産ごこめて雀■李諄 縁 tせ る。

壼幸琴f再 |ま 、守ガ`のぶp義評f藩 主二寺 レ oヽ_△ Xヽの かう癬 T｀ Lヽ 請劣諄
簿 の黒 £絆寧 こ冨斑 レTl寺鈴 千 て

｀
行 う 4

● 、湯 覇上 母千J′き、

ア.サ ご
｀
も台■砲ヾ

｀
呉誇鑢 }「 評 1尋 すぅ rこ !Tよ り、 i晴問暉ギ響J■ 幹磨 菫

めろ辱至層 フを`こ諄こ多丁こが丁
｀
主、言了衝寸う喜 ひがヾ

f_董
率軌ヒ藤《通し、門

題 言議
｀
三育 石予″

ィ`fロ ヤつ芋再理瞬學→tl乳 が、春易卜でフか時 、事 錯鋳 尊 IIモン役立 ァ参

0、 明題 点

ア 、 仲 、△ 、Xて
い
評 f酵 寸 子 み 々 、形 だ 的 磁 爾 }T陥 り ¥す ノヽ.

イ、評毎 左させろぅバ事二 と
｀
リゴ 受漱奉流れが悪くなる。

τ申二Iフ 、/71ま 、ス義 :ま凌争〒の議言)lて よ ザ褻喚諄 f嗣 もなせ Tミ Jな ホ
t、

器、子 江Tく ても自分ずすぐ[T評価 するよ う![育 1言 ブ|す .争ナゆ虚横を生

レよ て ノヽTも 、各 難が J各=江 丁 く書 "ん で
`諄

イ薔 言 移 ご う ξ=ヤ リ 、 そ plk l T群 7

て時辮釣丁j tt t ttLア 、問題点 なかτり馨」瀬ぎでTヽ ノろダオ無師自分が、

斎F論 よザもヽ尾鍔越資i2壺礼 すると ノヽぅぁる牙警つ構憂諜理菫,3;・ 71す て ベヽ

ごと IIよ 。j_手 ご
~も

つ 自こ諄籍 I率構最 1生 左力曽すなっ T"島 う・
こ レで象イ寸

1ヽた ゛

(芽 、日4軍百督登カート
・

手習ご言『
縁え一嚢了Lし 、芋奮の充実乙深イこえよブー靖重_導 うた持ば、あ

卜3,な たもの了…:J為 ろが、日4季晉Jttlカ ードこ痛「臓重昨へ しヽ、質J亀 菫式をルチ
〇、均―ドめ弩チれ`

く軍ご≒〉 ロ  オ勇 奮り 選L /1  -  ド
氏嬌

層爵|オ
苓

・
塗   最  オ望 自 己

評僻 雪爵
｀
、督ξ=冴

鍾言靖
(爾轟

６

走

釧

エ

iヒ

タ
1

柔 ゆ見 力五′ζス、こもな フて輩々 わ多2フ ■二事 葛聞子も
]

ムラかわ r乙為ヾ マ…きた導`_ ●

』L∫L,19フ彗:″ネ〆j理 疑再マいきr_― 蜂ヽ △

g 嚢
・
事後答燿,



②`至嗜爵L目 4早と自己詐弔イ酵

暑 オ全体 恵概籠 ン、1時 間ごとつ目樽 、

し.援 乗りおわり:こ 3段 F者 の自己調町聯茎す

系日倉イじたさけ、千И准
『

ものレIL′ 飛´

課題 :で え・じ`ハ梨遺i目 盤:在 言覧た

るよう:=し た′魂重 圏盤 は、

θ、襲ごめのオ聞

嶺茉η最挙に、相二活摯 によフ了協乃 Lな がぅ、本時の子習向本 のだ

イント茎フかよせ、デ習の曇シ魯が'円
o骨 1■ 額さふうよぅ)τ .裏 ごめのオ閲左

↓うけた。■議
｀
、理角千左:栗 めう言革 、き晨 |ノ ぎど、自分T城辱 こ感

｀
むた

本「イント左、学習過程て
゛
白む }・ 記録 し_最 密 :番目三浩動び継 じ誉うよ

うI=し た。このごこが、思考為]力長 の手たてこTり ヽ島力するごこ|で よ

ブ、人間関係が戚ブ深的多な うてこ左ねうった。

●、層ヰ才事後慮遇・

題材全体 左手百レあ
ゝ
えた技購ぎ、応旭 、危、L、 晟葡点

『

ごさ臼歯 lて 書
かせた″リテプの会■て書 か量たり、家庭作茉 ITし たりじて、言こま後レて日は
し、点検 +‐ ‐ソ7じ た,

o.僣 甲上っ十J庁ゝ

ア 、 プ こ ソ が 乙 り の子 ど む の芋 襦 目視 壼 薦 度 が 、 自 己 諄 イ静 卜Iよ 7T_お

おごう`びが→把経 て
い
きる.        、

イ、膏l重 目祥夕の自己評価 IIよ つて、チごレの議薄芦舗積｀`高二る.

う、まとめのィ開|ミ よ フて、読童左主てT考 ぇスリ、発表したプする力■

補
｀
動的 lて

マ:す ることが T｀ きる。

‐、‐題材事後:惑｀想 Iて よアイ、漕材全1奉 左通 レでの寧辣、1間 ノじ`、角費 ゴど

内顧看3額も4が手 ェッグず■る。

3、 おわリレI

テーマIで せよる II I」 、十分甘実It研究こlよ Lメ んず、今後}て 多くの課題|が 金
｀

さなたように思う。埼
「

鵜ユ」台学 )で よ多ギ習効果ぶ′
、すだIT島わう木ぅ数晴

:Ilよ 、 彗 だ ま た
・
登 フ て ノヽ丁 t′ 。 章 Lえ 毎 日 の手 綾 生 冶 り 中 了

｀
き 環ギさせ る た 中 に、

考積ヽ 1言導以タトドも、泄ノートや短学治のミニアストによる軍載静計、エ ゴこの

サーキ プヽト・トレーニング等も質花 じト ノろ.ィ れが、J鷹の移力難,勢 とが轟
レ冶、′の範奪化工t'つ た事習面への影響∠じても、二 ぞたプころ期fき してtノ

働 め

襲六、RpЛ〒琴ィ面}Iフ ′ヽてιま、ノー ト評嘲 、日構晉りL主カート・の自己膚平働が
二重十問 lTウ 管り、撃 り扱わせなば暴考 のおょセがある。



中 学 ・ 高 校 の 部



第 1懸 国 全 轟 バ ズ 学 習 研 究 集 会

「 思考を大切にした社会科の授業をめぎして (公民的分野 )J
―より効果的な課題づ くりを通 して一

愛知暴春 日井市立藤山台中学校

教諭   熊 谷 一 文

1.は じ め に

新指導要領の改訂にともない、「
ゆとりある、しかも充実した授業の追求 Jが、強 くうち出され

たが、 1時間、 1時間の授業の中でどうあればよいのかを適確にとらえることは容易なことで|まな

い。「 ゆとりJ.には、量的 く時間的 )なゆとりと質的なゆとり、そして、人間的なゆとりの3つの

次元があるといわれている。すなわち、時間的なゆとりがあっても、そこで何をするかということ

しかも、どんな人間をめざすかということが見通されていなければならない。

これまでの社会科の授業では教材の精選という問題に取り組んできたわけであるが、生徒たちか

らは、いわゆる暗記科目のンッテルを賭られ、暗記の苦手な生徒から敬遠されがちであった。とく

に、中学 3年生の公民的分野では、生徒たちの生活経験が浅いため、教師の一方的な授業とならざ

るをえない面が多く見られた。そこで、生徒ひとりひとりが意欲的に援業に取り組み、お互いの疑

問や意見を卒直に出し合い、高め合う授業のポイントは課題の設定にある。轟覇 lま 、その良し悪じ

で授業が決まるといえるほど重要なものであり、これなくしては授業も成立しないし、学習も存在

しない。

公民的分野の授業では、できるだけ生徒の生活経験を生かし、身近な社会事象の中から課題を設

定することによって、知識・理解よりも、生徒浄:その課題をいかに自分のものとしてとらえ、考え

を進めていくかを把握しながら、生徒相互の高め合いが、どのように行われるか鍾重点をおいて、

主題に追りたいと考えた。

2.授 業 砕 流 れ と 認 饉 の 位 置 づ け

バズ学習では、生徒が主体的に活動できる場が難銀されているので、授業展開を■おいても、壺縫

が1本時の鼠標を達成す碁た轟鍮中,か と最毒鸞機、考してゝそこへ亜るた轟織導無とれて基鍵鋳事壌

き轄笑 :こ しておく過程、また舞檬砕達成を藤認し、武時ずヽ、學難がかり壁つく場進維といった具合曇

強 の動 に琴 1驚いているぶ れはヽ 確認鷺総 :〈≧.毅 機、そ

れぞれの進程に、



ことによって、露標達成をめざしている。

社会科における課題解決のための一般鋳な思考過程として、次のようなものが考えられる。

① 社会撃象と当面し、対話を持つ。(始動≫――提示

⑫ 自分では、わからないことがらに疑間を持つ。(学習意欲 )

③ たぶんこうではないかと考える。(予懸 )

o学 習資料をもとに考えを確かめる。(観察、調査 )

9疑 間と議べた事実を驚らし合わせる。(修正、理解 )

0わ かつたと納得する。(確認、定着t発展 )

これを授業の流れをもとに図示すると次のようになる。

【課 題 解 決 の ため の パ タ ー ン 】

それぞれの過程において、

曇人轟考

予想を立てる

観察、調査

Ⅲ―ド●ノ■ク

思考彙深化、広がり 。自分の考えの修正

これは、あくまで亀漂剛的な流れであって、難議の内容により、個人思考馨じゅ滲ぶんな時間を

か:ナ たり、豊体で鋳話し合しヽはじゃ勢ぶんな鋳磯をとったりして行うふ、個人,徹考や麗の話し合tヽ

轟だけ終始する中で‡まなく、そこでも教師鈴指雛 tじ ゅうぶん反映されな争ナればならない。

轟.突 畿 と そ の 考 察

曇翼轟き分野におクナ・る「 経済生活」の会社 と企業の要係、価格の決まり方と生活、賞幣と銀行、財

政よざi金 とこ)r)な が拳など學単元で、生徒が選ごろよく見聞きL′ ていて身近 :こ惑 しているが、朝蓬

でな:1疑〔与:｀ 講よ知識議拳ぶぶ 拳をかけ為こと轟よ玲て、生徒たちが意欲的な緩業に取 り組なであろ

う選1■ 史̂、 導鱗ぶl蕪 そ難機つけ )、 中`心藤饉 (1象考の灘まり)を F警 心に黄銭 し、課題鍮有効性を考



察 じてみた。

(1)効果鋳な準備霧饉をめざして

「 企業とは何か、企業鍛種類について理解させるための轟題 J

生徒たちは贅常生活鍮中で、大企業、中小企業ということばはよく麗いて知っているが、自分た

ち拳生活とめ蘭連ではあまり考えたことがないと予懇される。また、生徒たち吟企業についそのイ

メージキま、大きな会社.すなわち、 トヨダ、三菱、三井、住友などの私企業であ管、公企業である

轟鉄や電式会社、薇人企業である農家や身近にある個人薄鷹などをよ、まず企業と考えないであろう

と考えられる。だとしたら、猥ごろよく見聞きしているそれらの企業を驚挙し、生徒の考えをゆさ

ぶることができるでぁろうと考えた。

◎次の中で企業といえるものを選びなさいご

。中部電力

・ 農協

壼春軽井市民病院 予̀曇鉄   ・ 中覇ドテゴンズ

・ トヨタ   ・ 農家

・ 電々会社

a 
-I--F

4名鉄百貨店

・楽々亭サラリーマンの家庭

この課題を与えるときキま、教科書、資料集などはすべて繭 じさせておき、ひとつ、ひとつ黒板に

書いていった。露ごろよく知っていることばが墨てきて、さて、何が始まるのだろうと生徒の興味

関心は高まってきた。中昌ドテゴンズや楽凌亭 (学校砕近 くにある中華料理店 )を書いたときは爆

笑が起こった。そヒ′て、最後に問いを書いて生徒にぶつけてみた。初めのうちは
「 簡単だ。 Jと い

う声 も開かれたが、企業についてのこれまでのイメージとのずれがあり、いざ構えてみるとむずか

しいとみえて、いっしょうけんめいに考え始めた。 (個人思考 2分 )

T 自分の予蛾 したことをもとに班内でバズを行いなさい。班長はその理由も発表させ.全員の

人が意見を言えるように議し合いを進めなさい。

A 病読や菫鉄は縄封企業ではないな。おや溺が行っているから。

B ドラゴンズも違 うと思 うな。野球だから。

C 中部電力は会社だから企業といえると思 う。 トヨダもそうだ。

D でも、中部電力は電気だから違 うのじゃないかな。

E トヨタ以外は違 うのじゃないかな。イメージ的に。

等、各班 ともいろいろな意見が出て、バズは活発に行われた。

このあと、全体発表、討議とい う流れで授業を進めていったが、生徒たちの意欲 も高まり、次の

企業の種類 もスムーズに理解できたと思 う。

この課題は、

テ だれにも取 り組める課題であること。

イ 身近なところから選んであること。

ウ 生徒の企業に対するイメージのずれがあること。



工 いろいろな種類の企業が含まれていること。

オ 課題に具体性があり、何をしたらよいかがはっきりしていること。

などの好条件があり、生徒の興味、関心を高めるには効果的であったと考える。

(生機の感懇 )

生産雑ついて何も知らない私 :ま 、今まで魅強 して初めて無ったことやびっくりし

たこと●‐iた くさんありました。びっくりしたことのひとつで、企業ぬところで、先

生が黒板にたくさんいろいろなとこるを書いて、これは企業かと言われて考えたと

き、.農家 も企業に入っていたことにとてもびっくりしました。・・・・・

(2)考 えを鞭めるための課題の遠求

1つの課題を解決しようとする過程で、今まで知らなかったこと、気ぢかなかったことが1見 え

てくることがある。生徒たち轟をまややむずかし・いかと思われたが、これまでの学習を基盤 とすれば      ,

必ず解けるだろうと考えられる課題を次進よう.に設定し項みた。

「 財政政策と景気の変動との翼連を理解するための課題 」   
｀

C轟の予算は、不景気の時大きくした方がよいか、小さくした方がよいか、考えよ奪

この轟懸は、教科書や資料集鍮ごとを手がかりにbて考えたちよい鍮か :ま生徒馨iま 、わからない

で轟ろうが、財政の考え方、税金Φ毎《み、景気の変動とインアンージョン、貨務の流通量の増減

験どと、これまで参学警を想趣 して考えれば、そんな:こ 轟難な課題で1ま ないといえよう。

しかし、生徒たちにとっては、難解な課題となった。それ:よ 、手菫家予算 Juる ものが身近かなもゃ

として考えられないこともむずかしさにいっそう隷車をかけたものといえよう。そこで、饉人思考

にじゅうぶんな時鍵をかけるとともに、必ず自分の考えを持つことと、根拠をはっきりさせて議税

するよう指示 した。

生徒‡よ、教科書を参考難しながら考えていたが、なかなか結論が轟ないらししヽ.解決券欲求を惑

じてか、排 とボソボソや響幾したので、経人患考 (尋 分 )を打ち響摯、亜バズに切 りかえた。 '

F 景気が悪いから/1・ さくする方がいいと思 う。税金が入ってこないから。

6 でも、そうしたらますます景気が悪 くなるじゃないのかなお。ぼ くは、理素はよくわからな

いが、大きくした方がよいと思 う。

H でも、税金が入ってこないのに大きくしたら、図るのでiま ないかなあ.

I やっばり、景気の変動のとき勉強したように、政藩は景気●悪いときには景気がよくなる多

に努力するから、大きくすると思う。

など、かなりいい線まで深まって難し合いが進んでいる班もあり、もう1歩のつっこみを難持した



が、理由づけかかな攀むずかしいようであった中で、毅無オt補足醗 :蓼|を し′た
'゛

こ鉾課題は、中学生織と寺ては、かなりむずか tノ い麟態であるが、裁部の提ぶぬ工大によって、も

っれ臨考の霧ま拳や広が争ができた性鍵たち鎌力で結論までもっていけるものと・熱うし、こ鍮課灌に

よって難鐵のはたもきがより理解でき轟と考える゛

4。 ま と め

課題鉾表し悪 1/は 、すぐ生徒鉾反応蒙こあらわれる。社会幹の場合は織悪の赫瀞:が 、地轟、グザア、

絞オ}資料、新聞、雑誌等、経常生懸に豊富に轟り、それをどう生かしていくかは、震ギ心仲毅材参子究

と実践を選 してつかみとるしかない。

また、どんな:こ よい諜鸞であっても、始のクジス織人闘錢係がよくないとそ繰総饉の効力を発揮で

きない。生徒たちに、「 わからないから学響するんだ。 』;~ま ちがいな恐れずごんごん発表せよ。 』

「 ○● さん録ま毎がいによって、みん′なはわかったんだ書 」「 まちがいまま宝で轟る。 Jの簿覚を糠え

つける努ブrが必要である。これは総駆 》壺かわれる舞台であり、土壌だからである。

碁 問 題 撻 趨

(1)4≧きた轟選となるため吟癬覇牛とは釘力鴨

{2)身近な社会事豪の何を、どのように授業に生かしていくか。

(3)議 し合い活動を行わせるにふさわしい課題とは何●・・.〔 ゆさぶ り )



(4)評 '畿 をご■よう織 t,て い くか。

(5)燿諄痒な轟旬砕指導をどのようにしたらよい浄、



第 15轟  金機バズ学習研究集会

学力と人間関係鍮同時達成をめざして

一
報 報 づ くりを基盤 に一一

愛知県春日井市立東部中学校

堀 場 正 美

1.目  標

自己認識から集団認識へと高め、班活動を通して生活集団・学習集団を確立する方法

を実践的に研究する。                    ・       .

2 テーマ設定理由

本年度の本校現職教育の主題が「 ひとりひとりを伸ばすバズ学習の実践一課題と評価

をとおして一Jと設定された。

ひとりひとりの生徒をのばすために、最も大切なことは学級が単なる集団ではなく、

ある共通の目標に向って援助したり、競争したりして、お互いに高め合うことができる

ような学習集団を確立することにあると思う。一年においては、自分の気持ちを気軽に

話 t/た り、お互いに協力1/た り、励まし合ったりして学習する習慣が身についていない  タ

ため、直ちに授業の中に相互活動を取り入れることが困難な状況にある。

そこで、先ず生活集団づくりからはじめ、その成熱を基盤に学習集轟づくりをはかっ

た。

以上のことから、学年では、指導技術・バズ学習理論の修得と教師自ら実践をし、基

本的な指導参共通理解をはかるために、本主題とした。

奪.研 究方 針

(1)生徒の学習状態と生活行動様式を段階的に把握し、学習と生活の基本的なルールを定

着 させる。

(2)班活動・ 係活動を通 して学級集団を高め、学年集団づくりへ と発展 させる。

(3)学級集団か ら学習集爾の向上の段階的な指導法を研究する.

継)教師集団の共通理解を深めるために理論研究と実践をすすめる。



4研 究方法

(1)学級会・ 短学活・清掃活動・ クラブ活動の指導実践を記録し、蓄積する。

(2):全校・学年・教科の授業研究の実践をする。

(3)室長会・ 評議員会・ 班長会・係活動の打合せ会を開催する。

(4)「バズ学習の理論と実際Jを使用し、学習会を持ち、教師集圏の共通理解を深める。

(5)授業の課題と評価の授業研究を深め実践例の蓄積をする。

(6)研究の組織を幌確化する。

教 科 部 会

エ

理論研究

実験研究

研究記録

研究計画  _t    r
O 第一学年 現職教育年間指導・ 実践内容

―――――評
:醍

委 員会

クラブ指導部会

全 体 会

学年現職教育部会 生 活指 導部 会

ゝ 学 級 会 活動 短 学 活 授 業 研 究 清 掃 活 動 クラブ活動

4 伸闘意識を高める
一斉によ尋連絡
確認

一斉授業開始 清掃の意義 タラブ紹介

班綴成 を考 える 短学活を考 える 授業の組み立て 清掃 の仕方 クラブ活動へ参加

6 壼 日記の指導
短学活の充実と
パターンイヒ

授業の約束 ごと 保健衛生 と清掃 活動状況握握

バズ活動の育成
短学活を聞い直
そう

話し合いのルール 清掃道具の修理 クラブ活動の意義

8 づ
ム

カ
ズ

体
リ

康
の

健
活

と生
家庭の清掃

自主的 に活動 き
せ る

成
立

綴
確

覇
の

生活 リズム
短学活の くふ う 壼活動 を高 め る 溝婦大作戦

クラブ活動参加
状況点検

10 行事 を通 して学緩意
識の高揚

開公
活

の
学

活
短

学
の

短
朝 話し合いの活発化 クラブ活動再調整

づ
加

織
参

組
の

の
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学
生

鯉
活

公
学

の
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活
の

学
り

短
帰

課題への取 り組
ませ方

評検点
方

の
仕

籍
の

清
優

クラブ発表会ヘ
の参加

12 斑 目を聞い直し バズ活動 の反省
諄時評価 の方法
につし、て 溝揺分担について 活動の成果と評価

化
律

慣
規

習
の

の
活
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事

・

本
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短学活の充実 一年のまとめ

学級会活動の総括
2年生へのはし
渡 し 次年度への方向性 清掃大作戦

標目の
る

へ
す

度
文

年
作

次
を



篠キ 弯韓習纂圏づく攀

学習効果を_■ lデ るため :こ :よ 、学習をする基盤となる学習集轟づくりの手だでを考える

必要がある。そこで、学年 として五つ勢集爾講動の場で撮導することによって伸問意識

を高あ、学習集鐵を築づき、学力を高めていきたいと考えた。そ鍛五つΦ集団活動の場

とは、(1)学級会活動 (2)短学溝 (ネ)授業 (4)溝鷺轟動 (移)ク ラブ活動 であ

る。                                            ・

(1)学織会活動申充実

学級集爾としてひとりひとりが自党するために|よ 、学級曇糠を設定することが必要で

ある。各学繊舎轟標例をあげると、 感クテスが一体とな つ律力する、案チ}の悪・ ,て しヽ呑

こと、考えてひるこユよ、はっきう言おう 暑縫人の立場を蛭解しよう 手素:Aな 態度

で接しよう ・ 議 1/合 いに参加 しよう 拳規律とけじめのある学級、悪いや りのある学

級、明るい学織 などある。それら鍮褻彗まこ費って、具体的な手だてそ考え、人覇議係   ‐

を深め、学習効果を高めるように考えている。                      .

幹 学力 と人驚舞線を高めるため
「

)|メ ∫
′
ごで

○ 班露記を通 して学級や班がかかえる満題を認識させる。

● 生徒会活動に積極鋳に参撫させるo

● 自己の人間性・性絡を全員に知ってもらう。

● 学級における生活の見つめ直 しを行い、その中からなれ合いでない友人関係を

みつける。

0 態度的な面で、マイナスになっている点を考えさせて学習態度をきちんとさせ

る。

● 環境を整えることによって落ち着いた態度を養う。

● 班にすることによって話 tノ 合いを溝発にする。

“

)問 題 点

。 行事・連絡等に学級の時間が多く費やされる。

● 教師が学級の話 し合いの中心になっているため、学級のリーダーの活動が不十

分である。

O 班長になる人物の不足が感じられる。

(2)短学活の充実

一日の生活 中学習の出発点である朝の短学活 (20分 FHt)と 一 日の生活・学習の整理 と

家庭学習への接点としての帰 りの短学活 (25分聞 )を定着させることによって人間関係

を深め学習効果を高められると考えている。



したがって、短学活で基本的生活習慣の指導徹底をはかる必要がある。そのために、

「生活実践記録Jを作成し、学級・班輝標、生活の反省、係の連絡、宿題、家庭学習の

計画等を記録し、毎日の生活のリズムを確立させる。又、短学活ノートを作成し、授業

の復習を難で取 り組み、基本的学習習慣を身につけさせる。′さらに、矩学撃を充実させ

るために活動内容を靭確にさせるようにしている。その一つにIま、学習活動量標を決め

て取 り縫き。倒えば、一英語の単語を1参鐵書こう。漢字を10宇書こう・ 計算問題を10題

解こう等の目標を決め、班で競争したりして学習内容を定着させる。もう一つには、生

活習慣の定着をはかるために一機の生活・学習の反省と評価、点検活動を班や学級で実

施する。

" 
学力と人間関係を高めるための手だて

0 駆で忘れものを点検し、お互いに注意し合う。

o 生活の反省や班日記に書かれている事について話し合う。

ドリル学習の計画を立て学級で取 り組む。

係の連絡が t/っ か りできるように、そして聞けるようにメモをとる。

生活実践記録の記入をきちんとさせる。

短学活の内容をパターン化する。

(実践Jll)

(1調 )

・ 8:20  ドリノン等:1爾

(帰

・ 8:30 解答・疑間解決    |・ 3

・ 8:35 生活目標確認

健康観察

忘れ物点検

・ 8:40 連絡

・ 8:45 第 1時限開始

)

10 -日の生活の反省

20  ドリノン学習

30 生活実践記録記入

連絡

35 クラブ活動・ 下校

・ 3

・ 3

・ 3

“

)問 題 点          `
o ムダ話をして時間を費やす生徒が多い。

0 班長会による話 し合いが活発でない。

0 基本的なバズのルールが守られていない。

O 班長指導がまだ十分されていない。

O 授業の疑問解決が不十分である。
1

(3)授業の充実

先ず、学習をすすめるにあたって、ひとりひとりに基本的な学習習慣を身につけさせ

○

●

０

０



ることが必要である。そのためには、(1)ナ ャイムで活動開始 (2)教具・教材・宿題

を忘れない (3)無駄議を tノ ない などの基本鋳な学習のル‐ルを設定 し、習慣化させ

る。一方、教師機の姿勢として、教材研究は勿論、授業における課題と評価についての

方法を研究 1/、 実践できるようにつとめる。又、教師もチャイムと購時に活動 し、授業

の始めと終了のけじめをつける。

綺 学力 と人間関係を高めるための手だて                   ぃ

0 始業・終業のあいさつを室長 (震 直 )の指示でする。

0 欠席者の授業の記録を藪でとる。

● 机上の整理なし、ノー ト記入!轟筆でする。

● 忘れ もの議べを教科担任でも行うようにする。

0 授業での板書事項をノー トに筆記する時間を確保する。

● 授業の課題の指示を具体的にする。

O 毎時間の評価をする。

● チャイメ、で活動できるように数料で華織講轟を出す。

総 問 題 点

0 褒での話 し合いが十分できていない。

0'授業 と家庭学習の連黒きがまだうまくできていない。

● 学習の定着に差が理立ちはじめた。

● 学習で班員のなれ合いが出はじめている。

(4)清掃活動の充実

学級の環境を整備するとともに、伸間の協力性を高めるために清掃活動を通 して集団

づ くりをする。清掃活動の目標は、・ 時間内にきれいにする・ 進んでそうじをしよう

・ 分担区域に早 くつこうなどである。特に教室環境を整えることによって、落ちついた

学習の雰囲気をつくり、学習効果を高めるようにつ とめることが大切である。

0 人間関係を高めるための手だて

0 全員が参加し、協力してやれているか常に問いかける。

。 清掃委員・班長を中心にまとまってやれたか点検する。

O 帰 りの短学活で反省をする。一点検ノー トで―

44)問 題 点

0 何 もしない生徒をどうするか。

。 制服のままでは清掃がしにくい。

O 清掃の仕方がまずい。

。 班を評価するために、班ことに清掃区域を割 りあてたが必ずしもよいとはいえ



T.

卜よい 。

(5)ク ラブ活動への積極的な参加

学校生活の中で子どもたちが、自主的に活動できる場の一つであるクラブ活動を十分

人間関係や学習に生かしたいと思っている。学年の目標として、クラブ活動と学習の両

立を目ざし、 3年間続けられるように指導している。

0 人間関係を高めるための手だて

0 クラブ活動の参加状況を出欠表を用いて、体育係で記入し、担任がその様子を

把握する。                 ・

0 横のつなが りと縦のつなが りを密接にし、仲間を広げるようにする。

“

)問 題 点

0 クラブ活動に参加するものと、しない ものがはっきりわかれてきている。

0 特に、運動クラプの活動内容に身体的についていけないものがでてきている。

O 先輩・ 後輩の人間関係で、私的な交友関係が見 うけられる。

まとめと今後の方向

本校では、 3学年 とも一学期はパズ学習体市1づ くりに主眼を置いて取 り組んできた。

その中で、一年生においては、上述 したように、五つの集団活動の場を通して学習集団

の確立につとめてきたが、生活集翻とL/て の仲間意識↓ま高まりつつあり、バズ学習の形

態もある程度でき上がってきている。しかし、まだ学習効果を上げるための学習集団と

してはできていない。

今後、さらに学習集団を高めるために、集団としての班のあ り方や班長指導、また学

習のルールを習慣化する方法を研究していきたい。特に、教師nllに おいては、授業の課

題と評価のあ り方を研究し、実践につとめていきたい。
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第 15回 全国バズ学習研究集会

渫%のMま うに輸鰹剰靱生機の育成

=バズと分団新聞づく檸む通して〒

滋賀県近江八幡市立西中学校

菫。西や教育 (本絞の実践)の機撓

本校で、全校的に「バズと分団新聞づ くりJの実践に取 り組んで、早や 2年を経過 しよう

としている。「 集団の高まりに働 きあう生徒の育成」をめざし、学力と人間関係の統合、教

科指導 と生活指導の統合という大 きな目標に向かって、ある面では効果的に、また反面では

多 くの問題点、困難点の解明に努力 しながら、その実践につとめてきた。そんな中で試行錯

誤しながら除々にではあるが、バズ活動の拡大とその実践を進総、本年度に入 り、ようや く

本校教育活動の中でのパズの位置づけをより明確にし確認した。それと並んでより高い効果

を求めて、西中教育の視点ともいうべき骨組みの確立と教師優Jの 共通理解の もとに、さらに

「バズと分団新聞づ くり」の実践をすすめてひきたいと考えている。

本校の教育的課題として

○ 人間関係を、個ど個、個と集団のかかわりの中で高めさせる。

(贔濃握lttir言軍な量LittΦ画書i「

個人からずくられ,、

こ
?T耳》

○ 対話を重んじたバズ学習をとり入れ、情報のとり入れ方、情報の分析判断ができ:る よ

う学習させ、基礎能力、技能を高める思考力をつける。

○ 相互保障のかかわりの中で、特に失敗を切 り抜ける経験をつませる。

○ 承認のある集団の中で、自己の能力に応 じた成就感を経験 させ、自信を回復させ、自

己実現力を高めさせる。

○ 心理的抑圧をとりのぞき、意欲を躍動 させ、学習に対 して前向きにさせる。
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また、教育課題への取 り組みとしては

学校経営を営む上で、一番大切なことは、何んとしても教師の共通理解であろうし、誰も

これに対 して否定する人はいないと思う。だがしかし、その共通理解をはかるためには、は

っきりとした学校教育路線というか、経営の土俵が確立していないと、共通理解は字面だけ

で、個々の教師に侵透 しない。従って教育効果はあが らない。

本校の教育路線は、教職員、生徒誰でも、どこでも 計画 二一 実践 …―一反省の過程を

通 して

よい個人はよい集団から、よい集団はよい個人からつ くられる

==友 情のきびしさ==

相互保障のかかわ りの中で、特に失敗を切 り抜ける経

験をつませる。

承認のある集団の中で、自己の能力に応じた成就感を

経験させ、自信を回復 させ、自己実現力を高める。

この三味を十分あじあわす。このことによって豊かな人間1性 が確立すると信し、実践をす

すめている。

(1)学級づ くり

この三味を、いつでも、どこでもと願いたいが、そうなるためには、訓練の場 と時が計

画 として必要となる。

その場は学級、時としては、分団新聞づ くりの時間、復習バズ (生活バズ )の時間を設

定 してこれにあてている。この時間な ″
西申タイム″と呼び、これを学級づくりの柱 とし

個々の意見が取 り上げられ、個が認められる質の高い学級集団づ くりを目指している。

個    分 団 一一 一 学 級

(2)教科指導

さらに、このバス学習方式を教科指導に取 り入れ、参加と学習という2つの変数を同時

に満足するような指導法を組み立てることをねらいとすると同時に、学習は連続である。

その関連を重要視 している。

「

一 教 科 指 導

¬

復 習 バ ズ 朝 バ ズ

L家 庭 学 習 」

(3)生徒会活動
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生徒会委員と学級組織を有機的に結びつけ、委員会活動を圧盛にすることによって、日

常活動を充実 さす。また、学校行事はすべて自分たちの手で、計画から反省、反省から計

画へ と委員会活動をもりあげている。

(4)本校教育実践の 3タ イプ

1-― ②サイクル 生徒 ――一―教師苺
学級 ――一一生徒会

1-… 2-③ サイクル きびしさ―支えあい一感動
計画 一― 実践 ――反省

↓
ｌ
ｌ
ｌ

　
人
間

関
係

を
一局
め
る
指

導

の
統
合

1ニー,一-3-④サイクル

(5)西中教育構造図

2。 分団新 聞づ くり

″みんなでつくろう、分団新聞″を合言葉に、学級の各分団が新聞づくりにはげんでいる。

これは本校独自の取 り組みで、復習バズを主とした活動のもとに、さらに個人の努力と分

団、学級の協力体制をより充実し、効果あるものにするための実践であり、また本校でいう

3つの味、即ち「 きびしさ」、「認め支えあい」、「感動」の場面を最もつくり出しやすい

活動でもあると考えている。個の意見や考えを卒直に分団内や学級全体に伝えるためには、

-3-

生徒会活動

委員会活動、    の充実
委員会活動のもりあげ

日常活動 学校行事
の充実  への参加

態度と認知の同時学習
指導法の究明

「

教科指導¬
復習バズ 朝バズ
L家庭学習」

学年 (級 )経営

分団新聞

づ く り

認め支 えあい

学

力

を

の

ば

す
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と
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話 しあい活動 とともに、まずそのことを文字に表わした方が確実であり、より訴える力を持

ち、よりたやすいことであるということが新聞づ くりの理由でもあった。換言すれば、バズ

活動の効果を、新聞づ
・
くりを通してさらに高めるための、 トレーニングの場でもあると云っ

た方が適確かも知れない。

この分団新聞は、原則として、編集会議 一―記事内容 ――割付 ――校正 一―発行までを45

分としている。ほとん どの場合テーマ設定をするが、時には全く自由に個人個人が、いろい

ろな面から自分の考えや意見を記事にすることもある。とにかく、この活動の中では、メン

バー自身の怠け、甘えなど絶対許されず、また互いを認めあい、支えあい、全エネルギーを

注 ぎ込むことによってはじめて発行が可能となるその過程に大 きな意義 (き びしさ、支えあ

い )があるbさ らに発行できたときのよろこびと満足感 (感動 )と 、その記事内容が、その

後の分団や学級のメンバーの話 しあい活動の素材となるところに、大きな効果を伺 うことが

できる。この新聞は、各学級ごとに随時発行されているが、月 1回「 全校分団新聞コンクー

ル」があり、全校統一テーマのもとに、全生徒が ″
新開発行″という共通の目的に向かって

精一杯努力し、援助しあい、誰ひとりとしてとり残 されている者がいない各分団の暖かい動

きを、その場に見ることができる。 きびしさ、支えあいのもとに 1つ のものを倉1り あげるよ

ろこび、すなわら 1枚のまっ自い紙が45分のちには、いろいろと工夫をこらした文字で一杯

理まった、完成 された価値ある紙面となる瞬間のその感動を自らが味わうことになる。今後

ともより多 くの発行を重ね、さらにバズ活動を高め、その効果をあげるための トレーニング

の場 として、そして新鮮でより高い感動を求めて……。

3.生活 バ ズ .                 _

当学区は、琵琶湖東岸の近江八幡市の西部に位置し、半農半商であるが、近年特に兼業農

家が増加し、二部の新興住宅地とともに、職業構成に大 きな変化をきたしている。しかし、

1小 1中学校の 1学 区から成 り、環境の上からも大 きな問題行動は見当らない。ただ、ほと

んどの生徒が無気力であり、よい意味での競争心や意欲に欠け、人権意識 も低い状況にあっ

た。そんな中で、S53年 度、 3年生でバズと分団新聞づ くりを試行し、ある面での成果の

上にたって、 S54年 度から全校的に取 り組み今日に到 っている。多方面にわたるバズ活動

の中で、「生活バズ」はまだ 1年足 らずの実践であるが、ここではその一端にふれておこう。

従来、中学校教育は、えてして教科指導に重点がおかれ、生活指導は教師が管理 しく統制

するものと一部に考えられてきたが、この考えのもとではもはや学校経営は成立しない。人

間とは……。しからば ″
教育 とは何か″を問いなおし、その教育の具体的方法を探究しなく

てはならない。

生徒は、学校生活のほとんどの時間を学級で過している。学級は学習や生活のすべての基

盤である。この学級を形成している 1人 ひとりの生徒が、互いに認めあい、心と心が結ばれ

ていれば、どんなときにも助けあい、困難な問題に対してもよりよい解決の方法を見出して

いく。すなわち個と個、個と集団が相互に作用 しながら高まっていったならば、従来のよう

に問題行動をおこした生徒に対する教師の一方的な注意、指導は単なる一時的なその場限 り
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で、時間が経過することにより同じことの繰 り返 しとはならない。

本校では、下記の生活点検表の もとに、朝バズと復習バズの時間に、生活反省を兼ねた生

活点検活動をすすめている。各項目に従い、自己反省と相互反省とを〇、×式でチェックし、

大 きな問題点については、復習バズの 30分間が生活面の話 しあい活動に終始してしまう分

団を見 うけることもある。これらのチ ェックをもとに 1週間の集計をし、個や分団の問題、

学級全員にかかわる問題等について、週 1時間の生活反省の時間を設定している。時にはひ

とりのメンバーの言動が学級でとりあげられ、活発な討議の場が見受けられるようにもなっ

てきた。この「生活バズ」の実践を通して、従来絶えることのなかった遅刻生が完全になく

なり、清掃時は全員が協力 しあっている。その他、校則面でも、生徒相互の話しあいと確認

の結果守 られるようになってきた等々、日常の学校生活の中での成果としてとらえている。

教師の一方的な生徒に対する抑圧の力より、はるかに効果的なことは明らかである。ただ

し、〇、Xの基準、点検項目、特に×印の多い生徒への事後指導等問題点 もないわけではな

い。この 2学期からは、これらの一部を教師バズで改善し、新 しい実践をすすめている。そ

して、その指導と実践の中で、教師側の共通理解として確認しあったことは、人間は (生徒

は )誰 しも良心を持つとともに、その時その場において、それと反対の心を持つことがある。

教師は、そんな時こそ第二者的にどちらが正しいかと問いかけることにより、生徒自身で

判断できる能力を養 う指導こそ大切である……。と。

生 活 点 検

第   分団 月 日( 曜 日) 記録者名
検  印

朝・ 帰 リバズ 朝 の 点 検 帰 り の 点 検

点検項目

生徒名

健

康

状

態

遅

亥J

脇
魏
そ
の
他

不

用

物

バ
ズ

ヘ
の
参
加
態
度

あ
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さ
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時
の
過

し

方

授

業

中

の

態
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掃
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△

計
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品

学
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<みんなでつくろう 分団新聞>
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第 15回全国バス学習研究集会

中学校 3年修学旅行の取り組み

1                  /1X l〒  …
 ス

   |

滋賀県神崎郡五個荘中学校

東 澤 理 賢

1。 は  じ 配》 に

子 どもの自殺・学校 ぎらいが続出 し、非行の低年令化が急速に進行 している今 日の教育荒廃の

もとで、学校教育の中では、とくに集団づ くりが重視 されるようになってきている。ひとりひと

りの子 どもの学力の充実 と豊かな人間形成の教育が行われるためには、子 どもたちをひとりひと

リバ ラバ ラに切 り離 しては教育することができない。子 どもひとりひとりの個性や人格、主権、

自由などが生き生きとひき出されてい くような民主的な集団をつ くることが、ひとりひとりを個

性的に生か していくことになると考えられる。

1975年 、生徒会担当教師か ら、「 自主的・民主的な全校集団づ くりJの基本方針が出され、

生徒会役員 もは じめて 自立候補の中か ら選挙 され、充実 した生徒会原案が提案されるという前進

の第一歩がつ くられた。 また、何人かの教師が学級集団づ くりの実践に取 り組み、どの学級 も班

をつ くりt班をどのように活動 させ るかの実践交流が盛んに行われるようになってきた。その後

生徒会行事 として、体育祭・文化祭が生徒たちの手でや り切れるようになり、歌声が盛んになり

音楽 コンクールをめざ して、各学級が盛んに歌の練習をするようになった。

2。 修 学 旅行 を通 して、 最 高学年 と しての 自治 の力を身 につ け させ る。

修学旅行は、 じっさいは教師集団の管理下で行われることが多い。 目的地や宿拍、交通機関の

選択などは一年 も前か ら教師が準備にかか らねば とうてい確保できないという現状では生徒主体

の行事 ということにはなりに くい。 しか し、部分的にではあるが、生徒の自治がはたらく指導を

することによって、この行事か ら得るところは大である。 3年生がこの一年間、生徒会活動の中

心 となり、その力量が発揮できるためには、まず修学旅行を充実 させる心要があるという認識に

立ち、教師集団として、次のことを重点に指導をすすめることに した。

(1)修学旅行実行委員会を組織 し、旅行中とその前後の活動を通 じて、自治能力を身につけさせ

る。

121 こづかいの問題を大きく取 り上げ、「 みんなできめたことは必ず守る」ことを通 して、生活

規律を身につけさせ る。

③ 長崎の平和公園で平和集会を持 ち、平和学習の場 とする。            j

O バ スの中の レクや、旅行中の各種の集会により、歌声など文化的な活動を 自主的につ くり上
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一

げる力を身につけさせる。

3.実行委員会の組織で、修学旅行 を運営 させ る。

数年前の修学旅行は、「学校行事」の名のもとに、企画・運営はすべて教師が行い、また、団

体訓練としても位置づけられ、評議員や生徒会役員などとのかかわりも、教師の指示によって動

くというもので、多くの場合、学年主任や生徒指導の任に当るものが生徒の前に立ち、時には規

律からはみ出す者を呼んでは説教をするというものであった。修学旅行は生徒にとっては、教師

に引卒されているという受身のものであり、楽 しいという印象は、旅館の中での枕の投げ合いし

か残らないというものであった。

修学旅行を実行委員会形式で行 うようになってからは、常に生徒が前面に立つようになった。

4月 に入 nて 早 々に生徒会執行部 6名 と各学級 2名 の評議員は、実行委員会本部を組織 し、修

学旅行,原 案を作成 し、学年総会を開いてこれを決議 した。 (資料参考)

総会原案の内容は、|

1。 今の学年の実態

= 2.旅行の目的

3.実行委員会組織表

5.各部の仕事について

6.各集会について

1と 5項 目にわたるが、これは、修学旅行を単に物見遊山に終わらせるのではなく、楽 しい修学旅

行を生徒自身の手でつくり上げる自治的活動とするものである。

4 こづかいを学年総会で決定す る。

学級では、「生活向上をめざす自治的活動Jを大黒柱として、「 自主的管理活動」と「文化的

諸活動」を支柱に集団づ くりをすすめている。

学年集団づ くりも、この学級集団づ くりと同 じ構造ですすめていくことが 可能 と考えられるが

実践 としては、これを追究 するところまではいっていない。 しか し、自主的管理活動の一つとし

てこづかいの額を学年総会で決定 して、これを守る取 り組みを行 った。 (資 料参照)   :
指導 としては、違反者が出た場合 には、それを克服することに取 り組み、学級集団の生活向上

-2-
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をつ くり出 したいとぃう考えであった。

修学旅行後、各学級 と実行委員会は「 修学旅行総括」をまとめ、学年総括総会 も開いたが、こ
づかいにつぃては、実行委員会で次のようにまとめている。

「 こづかいは 70oo円以内とし、実際 に使 うのはできるだけ 5000円 以内に しようとぃぅこと
だった。 500o円 というのは守れなかったが、全員がきちっと700o円以内にすることができたJ

違反者への取り組みとして発展させることにはならなかったが、みんなできめたことは必ず守
ると、ヽぅ集国の規律の典型をつくり出すことができた。

5・ 長崎平1和公国{手 ぉける平和集会の取り組み

(1)事前の取り組み

0年生の修学旅行を全校の ものにするため、旅行出発前に壮行会を持った。壮行会前には全
校各 クテスが「 ながさき原爆を考える」とぃ う資料を もとに平和学習を行 った。 また、 1、 2

年年 9径′7ぅ は平神を願 う千羽鶴を折 ぅて、壮行会においてそれを 3年生に託 した。

.〔修学旅行壮行会〕'‐‐

1、 :目 1的         :    :
‐O こ―

の行事を通:し て、 1.2年生の学級 。学年の リーダー候補を発見する。また、
その リーダー候補達に力をつけさせる

②  l.2年生のA・ Boc組 がそれぞれ兄弟学級を組み、競争的に取り組ませるこ
とによって、集団の力を教える。

③ この壮行会を通 して、 3年生には、旅行を単なる物見遊山的に終らせるのでは
なく、最高学年集団にふさわしぃ旅行をつ くり上げる決意をさせる。

④ 被爆地長崎を訪れることを重視 しt この機会を平和教育の機会とする。  |
〕.主催生徒会 (1.2年生の役員と評議員で実行委員会を組織 し、計画運営させる)
〕・‐日1 時 ‐‐ 4月 19日 (土) 4校 時
[・ 内■容■ 司会のごとば

:  ユ|12年生が千羽鶴を 3年生に託す

校長先生のはなし

原爆のはなし‐

兄弟学級団の壮行アピール

3年生の決意表明

歌声  「 原爆許すまじJ「青い空は」

(2 長崎平和集会

修学旅行め目的第 5に は「 戦争の基そろしさゃ、非道さを知り、平和の喜びをかみ じめて考
える機会とする」とかかげてぃるが、平和公園では次のような平和集会をもった。

1.

2.

3.

開 会

詩 の

黙 と

ン」
　
難就
一

の

朗

う

と ば

千羽鶴の献納

-3-
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会  唱

決 意 表 明

閉 会 の こ

「 青い空は」

(各 クラス)

と ば

(3 平和集会における決意表明

3年 B組平和集会決意表明

評議員  私たち五個荘中学校の 3年生は、修学旅行で「 戦争と平和についそ」少 し
で も知るために、この長崎までやって来 ました。

私たちは戦争というものを経験していません。だから、「戦争」あilん と'

うのおそろしさ、非道さというものはわかりません。ただ、本で読んだり1、

写真で見たことはありますが、ほんとうの戦争の恐ろ.し さ、原爆の恐ろしさ
というものは、そんなものだけではぁらわしきれないほど、むごいものであ
らたとし思います。

1945年 81月 9日 、一瞬にして、何の罪もない多くの人々が、この地球上
から消え去って しまいました。なんとか生き残った人々も、その多くはひど
いやけどのためになくなって しまったという。私たちはそんな事実を、ただ

「 戦争は恐ろしいものだ」「原爆とは恐ろしいものだ」とぃって、
::そ

れだけ
ですまして しまってょいので しょうか。たしかに、今私たちは平和な毎 日を
送っています。

全  員

しかし、この平和のかげには、

「この平和のかげには」
評議員  jま かり知れないほど多くの人々の、
全 員  「 はかり知れないほど多くの人々の」

評議員  苦 しみがあったことを忘れてはならなぃ。
全 員  「苦 しみがあったことを忘れてはならない」

評議員  現在、地球上にある原水爆が戦争 |二 使用されたら、この地球が 4・ 5回で壊
減すると言われている。そんなことをさせないためにも、この地球上から二

刻も早 く原水爆をなくし、三度と戦争を起こさぬことを決意 します。
全 員  「 三度 と戦争を起 こさぬことを決意 します」

評議員  そ して、ほん とうの平和をこの地球にとりもどすこと

全 員  「 ほん とうの平和をこの地球にとりもどすことが」

評議員  われわれに残 された使命であると思います。

全 員  「 われわれに残 された使命であると思います」

評議員  私たち 3年 B組 は、以上のことを決意表明 します。

昭 和 55年 4月 20日

滋賀県神崎郡五個荘町立五個荘中学校 3年 B組一同

平和集会についての総括

修学旅行総括において 3年 A組は、この平和集会について次のように述べている。

平和集会では戦争を三度 としてはいけないということと、平和を守らな

-4-
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ない と

つ。

国際文化会館の展示物を見学 した時、そのむごたらしさが目に焼きつけられた。そ

の当時の写真や遺品を見ると、悲惨だという印象だけではなく、戦争や原爆に対 して

の怒りこ、三度と戦争を起■してはいけないという決意が、みんなの′と、に伝わった。

お母さんのおなかの中で死んで しまっている子、原爆症で苦 しんでいる人々……。今

まで、原爆や戦争というものを軽く考えて しまっていたが、この平和集会と文化会館

の見学によって、私たちの気持ちは変わって しまった。今、私たちにできることは、

被爆者の霊をなぐさめ、毎日原爆症 と戦って生きている人々を助け、決意 したことを

しっかり守り、平和を守り通すことである。

ことを決意 した。このことは決意するまでもなく人間としての責任だと思

6。 バスの中で合唱 コンクールを行 う。

実行委員会は第 2日 目の夕食のあと学年総会を開いて「合唱コ

の別府から苅田港へ向う途中が約 3時間もあり、その時間を利用

ルをやろうというものである。

ンクール」を提案 した。 3日 目

して学級別班対抗合唱 コンクー

合 唱 コ ンクール原 案

1.あ すの別府か ら苅田港へ向 うバ スの中で班別対抗合唱 コンク

「

ルを行お う。

2.曲 目 (1)課響曲  「 長崎の歌」 または「 阿蘇恋歌」

(2)自 由曲  なんで もよい

3.審査 班一票制とガイ ドさん  (自 分の班は審査 しない )

4.表 彰 最優秀賞・ チームワーク賞 (学校に帰ってか ら実行委員会が表彰する)

3日 目のバスの中は班別に合唱コンクールの練習がは じまった。長崎でバスガイ ドに習らた「 長

崎の歌」の復習を し、阿蘇の山なみを窓か らながめなが ら「 阿蘇恋歌」の練習を した。各学級に

一班ずつ きめられているレク指導班の司会で合唱コンタールを実施 して、修学旅行中の一つの文

化活動 とすることができた。

7.総括 におい て「 船 中深 夜 徘 回 」を追 求 す る。

3日 目の夜はサ ンフラワー号の船中で過 ごすことになったが、実行委員会は夕食後に室長会を

召集 し、10時半 までの行動は自由とするが、LO時半に消燈、就寝 とすることを決めた。 ところが

12時 をす ぎたころ教師が見まわりを していると数人の男子生徒が女子生徒の部屋に潜んでいると

ころを発見。その場では本人に対する教師の指導ですませた。

このことについて、男子生徒の所属するA組・ B組では各学級の総括で次のように述べている。

(要 旨 )

A組

他のクラスの女子の部屋にA組 の男子が消燈時間を過 ぎたほぼ夜中に行 ぅていた。

本人たちは、その部屋に入るために外へ出たのではな く、暑苦 しく、なかなか寝つか

れないので外に出ていた ら、その部屋の女子に誘われるように入 って しまった。 この
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問題について、A組 としては集団生活のマイ

自覚のなさが原因と考え られる。

B組

ナス点になってしまった。 3年生という

「 エンジンの音、暑い、などの理由で寝 られなか った。注意すべき人 (リ ーダー)

がいなかったか ら気がゆるんだ」などの理由で就寝時間を守れなか ったのは、本人と

その部屋の室長、その人の属する班長、評議員の自覚がなかった。みんなが自覚を も

って行動すれば、学級はもとより、学年・学校全体 として も、 もっと向上するのでは

ないか。

8.ま と

3年生のスター トとなる時期に生徒が主体 となる修学旅行に取 り組んで、今後の全校における

指導者集団としての自治の力を養 う意味において、一応の成果をおさめることができた。

修学旅行 という一つの行事を教育の中に位置づけていくために、次の二点に触れてまとめとし

たい。

まず第一は、修学旅行は修学旅行 とい う範囲の中だけで追求するのではな く、 日常の教育の内

容や活動 とどうかかわらせるか ということが重要であるとい う点である。

修学旅行だけを切 り離 して実践 した場合には、それをどんなに工夫 して うまくや って も、それ

が終わればそれだけのものとい う価値に止まって しまうが、 日常の教科 指導 や 生活指導とかか

わらせ ることにより、準備の段階、旅行中、あるいは終了後に行 うさまざまな活動は、教育的な

価値 として生 きて くるものと考えられる。その場合 に、指導する側 としては、いかに してその価

値を仕組んで生徒の前に提供 していくか とい うことが課題 となり、この点今後に工夫の余地があ

ると考えられる。

第二は、なぜ修学旅行を通 して学年集団づ くりに取 り組んでいるか とい うことである。

前述のごとく、生徒は学級で班をつ くり、学級の生活を通 して民主的な組織原則や行動原則を

学んでい くわけであるが、

“

人前後の学級の中では、自か らそこに限界 もある。学級で得た力を

学年集団や全校生徒会の中で発展 させてい くことは、彼等が将来を荷なう地域の一員 として、ど

う成長 させてい くか という課題と大きくかかわるからである。この意味において、 3年 において

は、学級集団を育てることとともに、 3年生集団としての取 り組みを重視 しているわけである。
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